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⼤知聖⼦ ��授 �城⼤�

��ワークショップ�データに基づいた��・�械��モデルの基�と�⽤（�4回）（ハイブリッド開�・動�配�）

お問い合わせ先：人文知共創センター�� � �zheng@nagoya-u. jp� � �https://www.hum.nagoya-u.ac. jp/aaa/

9/18（水）
1 6 : 0 0 ~ 1 7 : 3 0

����義棟129�

どなたでも��できます
����料
事前申し�み�不�
Zoomリンク，配布�料，配�動�(�⽇)など，
QRコード/URLでご��ください

お気
軽に

ご参加ください

�索的データ��（EDA）とは��やモデルに基づいてデータを��・��する前
に、データの�徴をおおまかに可��し、データから可�な��やモデルを�るという
⼿�である。EDAの中で使⽤�度が�いのは、⾃���のテキストデータに�するも
のであり、�体的にはワードクラウド・ネットワーク�・単��現�度グラフ・トピッ
クモデルなどがツールとして⽤いられる。これらはテキストマイニングとも呼ばれる。
EDAによって史料を��・��・可��することは、歴史�研�において重�な利点
がある。�回は�師が専⾨とする中国史研�におけるEDAの�体的な活⽤例を⽰すこ
とで、歴史�におけるEDAの有⽤性を��したい。
併せてデジタル・ヒューマニティーズ�野における�⼤�模の国���DH2024（8⽉
開�）の研�動向についても��する。
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